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1．はじめに’

　中国現代文学史において，1965年11月挑文元による

「海瑞罷官」批判に端を発し1），1966年から1976年10月

に「四人組」逮捕をもって終焉を迎える「（プロレタリ

ア）文化大革命」（以下「文革」と略称）2）をはさんで

の作品には．顕著な構造的転換を指摘することができ

る3）。文革中は，浩然など，ある限られた範囲の作家に

のみ作品発表の機会が与えられ4｝，一方「四人組」に

よって権威付けされない作家による執筆活動には，強い

思想的制約がはたらいていたのとは対照的に，文革終

結後の70年代後半からは．「四人組」の影響を受けない

作家による，おびただしい数の作品が登場するととも

に，それらの作品はさまざまな文学賞5）の対象となっ

て行った経緯がある6）。1978年12月に開催された「中国

共産党第11期第3届中央全体会議」（中共十一期三中全

会）で採択された郡小平主導による「改革開放」路線は，

その後の中国社会，中国経済に大きな変化をもたらした

1）挑文元著《坪新編房史刷〈海瑞雲官〉》（丸山他1985pp284）。

　《海瑞雲官》は，1961年1月《北京文乞》に発表された呉晧の

　戯曲で，明代の朝廷を舞台とする歴史劇（丸山他1985pp26）。

2）中国では“十年浩劫’とも称される。

3）竹内実・萩野脩二「中国文学の新しい波一編著者まえが

　　き」（竹内他1987pp．1－7）参照。作品に見られる具体的な構成

　　については丸山（1983．pp．8182）を参照。

4）宇野木（2003：pp22），樫尾（2017．pp391）参照。

5）茅盾文学賞，児童文学賞，北京文学賞，雨花文文学賞，全国

　優秀短編小説賞，全国優秀中編小説賞，全国優秀長編小説賞

　　などが挙げられる。
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のみならず，「80後（Balingh6u）」とも総称される1980

年代以降の中国における文学界に，多大な影響を及ぼし

て来た7）。

　本稿では「80後」時代の幕開けを告げるともいえる

1980年1月に発表され，多くの議論を巻き起こした中篇

小説「人到中年』とその作者誰容についての記述を行う

とともに，日本における同作品に関する翻訳についても，

現在知り得る状況を述べることで，文革後の早い段階に

おける中国現代文学史の一断面を詳らかにしようとする

ものである。

　吉田富夫（1987rpp．4），萩野脩二（201Qpp222）等に

よれば劉心武著「班主任』8）以来の最初の10年を「新

時期文学」と称し，大体1985，6年までを「新時期文

学」と言う。「人到中年」は，ちょうどこの「新時期文

学」に執筆され，発表された作品である。

2．語容について

　「人到中年』の著者である誰容（Chen　R6ng：シンヨ

ウ．あるいはジンヨウ）については，作品が掲載されて

6）この時期に現れた作家には，王安憶・高暁声・蒋子龍・誰

　容・戴厚英・張潔・張賢亮・張抗抗・張承志・陳国凱・陳世

　旭・鉄凝・部友梅・1馬験才・李国文・李存楳・劉索拉・劉心

　武・梁暁声・林斤瀾などがいる（萩野201αpp．223）。

7）宇野木（2003pp24）によれば，「文学領域でいえば，改革と

　　は，脱文革へ向けた着実な歩みであり，開放とは，欧米（日

　本も含む）の文学・理論の急速な受容ということになるだろ

　　う。」との解釈が可能である。

8）1977年11月，《人民文学》第11期に発表され，1978年には全国優

　秀短編小説賞を受賞している（丸山・伊藤・新村1985pp298）。
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いる作品集に著者自身による紹介の文章9）が記されて

おり．文学事典等に記述される内容ともおおむね一致し

ているが，詳細に見ていくと，中学卒業を目前に控えな

がら西南工人出版社の店舗に勤務するに至った経緯，高

校卒業資格取得について，1960年代前半，文革前の記述

に異同が見られ，ロシア語教師としての教職に関する事

も詳細には述べられぬまま，曖昧のままのものが多数を

占めているのが実際の状況であるため，これら幾つかの

点については，著者自身による経歴紹介．あるいは年

譜によって確かめる必要があった。本稿では誰容の年譜，

随筆等も参照することで．従来確認が必要とされていた

記述を補いたいと考える。

　“作者小fξ”によれば，誰容の執筆活動は1975年の長

編小説「万年青』10）から始まるという。劉心武著r班主

任』より2年早く，文革末期におけるこの作品は，文革

終結後における新たな時代への通過点として注目に値す

る作品であると言えよう。

　以下．先行研究の中から高島（1985pp。152），福地

（1983rpp．71），辻田（1999：pp．593594）等の記述を参照

しながら，著者誰容について90年代までの略歴を中心に

まとめて見ることにする。

　誰容（1936．10．3－）11），本名は謀徳容12），作家．女

性13｝。原籍は四川省巫山県。湖北省漢口で生まれω，戦

火を逃れるため成都，北京，重慶などで幼少期，学齢期

9）《1977－1980全国荻奨中篇小悦集（上）》（pp．8990）に“作者小

　　侍’がある。この訳文については柴田清伊知訳「現代中国

　　中編小説選一人，中年に到れば・航路標識のない河で」

　　（pp．109）参照。

10）1975年，人民文学出版社より刊行。同書には著者による前言

　　も無ければ後記も掲載されておらず，目次も付されていない。

　　第一章の前に「内容説明」があるのみである。奥付によれば，

　　文字数34万，定価1．05元。発行部数は記されていない。B6版，

　　全565頁。執筆，出版に到る過程については湛容（1984rpp29－

　　35）に詳しい。

11）日本の資料で誕生日を記すのは辻田（1999pp593）のみ。

12）《中国文学家辞典（現代第三分冊）》（pp536）は“隊徳容”と

　　するが誤り。“隊’と“湛’は同音。

13）辻田（1999pp593）によれば，「本人の発音によりShen　R6ng

　　とすることもある」という。何火任（1987bpp3）は“shen”

　　と注記している。

14）《中国文学家辞典（現代第三分冊）》（pp536）は1935年8月18

　　日，湖北省武昌生まれとするが，湛容（1984pp22）に“公

　　元1936年！O月3日，我降生在多唯的中国’とあり，“生在湖

　　北収口’とも記す。「1935年8月18日」は「民国25年陰暦8

　　月18日」と明記すべきところを「1925年生まれ」では辻棲

　　が合わないため，「35年」としたものと考えられる。湛容

　　（1984pp22）に自身の母親の言葉を引用し“我遠介女几是民

　　国25年阻尻8月18日生的”とする。

を過ごす。父親は国民党政府の最高法院長を歴任。51年

3月，父親が追放されたため自活を決意し15｝，中学卒業

を前に，重慶で創業間もない西南工人出版社販売部門の

社員となり書籍の販売を担当。52年夏，西南工人日報編

集部に移り，読者通信係16｝となる。この間中学校．高

校課程を自学自習しながらラジオ講座でロシア語を独習。

54年18歳のときに北京俄文専修学校17）（後身は北京俄語

学院，北京外語学院現北京外国語大学）に入学，56年

中国新民主主義青年団（後の中国共産主義青年団）に加

入，夏休みに結婚18）。57年（校名変更後の北京俄語学院

を）卒業．同年9月，中央広播事業局に配属されロシア

語の翻訳，音楽編集に携わるが，62年，持病である神経

症のため19），勤務中たびたび倒れることが原因となって，

北京市教育局へ配置転換となり，中学校でロシア語教師

として教鞭を執るが離waac｝。63年秋，二人の子供を上海

の親戚の家に預け，夫とは離れて単身，山西日報社社長

呉象の紹介で山西省扮陽県万年青公社買家庄大隊に寄寓

しながら療養する中で小説を書き始めた。健康を回復し

た後64年，北京へもどり．5幕のシナリオ「万年青1を

執筆，完成。文革中の69年から北京市通県の農村に4年

15）辻田（1999pp．593）による。

16）《中国文学家辞典（現代第三分冊）》（pp537）によれば“瑛

　　者来信組［。林芳（1984pp．175）は「愛読者通信係」とする。

　　湛容（1984pp25）は“1952年，西南工人出版社1’1市部井人新

　　隼弔店。我被洞到西南工人日擢扁輯部工作。在編輯部，我是

　　一介‘最底展’的工作人員。登記来信，分笈来稿，牧抄氾泉

　　新同。我努力完成分配我的毎一項工作，井且自学俄済，画画

　　和高中裸程。’と当時の様子を記す。

17）湛容（19別pp25），朱椋霧他（200r7．pp．172）“北京俄文専修学

　　校”にi基づく。《中国文学家辞典（現代第三分冊）》（pp537）は

　　“北京俄i吾学院賃とするが，1954年であれば1955年6月に校名

　　変更する前であり．“北京俄文専修学校”が正しい（北京俄文

　　専修学校：httpノ／baikebaidu．com／㎞k？ur1＝gA8Re3ktkVOrcaf＿

　　sPfwxwA」RpMs7c4LCzNmO7fRNo84PIAPRO7p1PGHPs47S9

　　491gu88Jia3a5U41BGfa7ndsQfovgA7LeYQQesJOsK7YgZJpns

　　LhAflUmvMuZgFngK7FYpekoiORIkpPSIYcORPudDf乞h91L4＿
　　wgCN3XeXTf＿afQ5cduWi4MYd4TSGp・y参照）。“俄文’は「露

　　文；ロシア語」の意。

18）何火任・王子江（19Mpp。12）によれば1956年夏，21歳のとき

　　に《人民日披》社に勤務する萢栄康と結婚している。「萢栄

　　康」は改名後の名前であり，「梁達」がもとの名前で．1930

　　年南通の生まれ（氾束康：httpノ／baike．baidu．com／item／％E8

　　％8C％83％E8％8D％A3％E5％BA％B7／5811994参照）。

19）何火任・王子紅（1984pp．12）に“因患神％官能等多秒疾病’

　　とある。

20）朱株罧他（2007pp．172）は’lg62年因疾病纏身被机美精筒，

　　1963年％朋友介9B到山西扮阻具質家庄寄居，1964年回北京。’

　　と述べるが，教職に就いた経歴については触れる所が無い。

　　辻田（1999pp593）は「57年北京ロシア語学院卒業後，中央

　　人民放送局，北京市教育局で働く。」と記すが，やはり教職

　　との関係については明らかにしていない。
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間下放。その後，河南．安徽，四川などでも農村での生

活を経験する。73年，北京で再び高校のロシア語教員と

なる。75年，長篇処女作「万年青』（農村を舞台に「包

産到戸」の「修正主義妖風」とたたかう農民たちを描

く路線闘争文学）を出版。78年，長篇第二作「光明与黒

暗」（「農業学大案」を宣揚したもの）の第一部を出版し

た。中共三中全会後，中篇小説「永遠是春天1（79年）

で文壇における地歩を固め，「人到中年』（80年）で第一

回全国優秀中篇小説賞一等賞を受賞し，一流作家の列に

伍した。79年，中国作家協会に加入，専業作家となる。

80年代にはこの他，深刻なテーマを風刺とユーモアで描

いた「太子村的秘密」（82年），「減去十歳』（86年），「獺

得離婚』（86年）などの作品を発表2D。90年代に入ると，

長篇小説「人到老年」（90年），「死河』（93年）を発表。

3．『人到中年』について

　中篇小説，全22章，約47．㎜字。誰容“作者小fぎに

よれば1979年に「永遠是春天』　za）とともに執筆を終え

ており，文芸雑誌「収穫』1980年第1期に発表された作

品である。表題となった“人到中年”は，“月過十五光

明少”の後に続いて用いられ．“万事休”と続いて全体

を構成する俗諺。すなわち，“月過十五光明少．人到中

年万事休”　es）として人口に膳炎しており，この作品の表

題はあたかも“万事休”を引き出す“駄後語”のような

表現の効果をもたらす24）。

　「この作品を書くにあたっては，北京の有名な眼科病

院に住み込み，つぶさに観察した」といわれる（福地

1983：pp．71）。

　以下，先行研究の中から坂口（1995：pp．160），林芳

21）《新吋期中篇小悦名作hSA・湛容集》巻末の「謀容中篇小説目

　　録索引」（pp532）参照。これら以外に，「白雪」（「十月」

　　1980年第2期），「賛歌」（「収穫11981年第1期），「真真假

　　假」（「収穫」1982年第1期），「錯，錯，錯」（「収穫」1984年

　　第2期），r散淡的人」（「収穫」1985年第3期），「楊月月与薩

　　特之研究」（「人民文学」1984年第8期），「走投無路」（「天津

　　文学」1986年第1期）がある。

22）r永遠是春天」は「収穫」誌1979年第3期に掲載。

23）「故事俗信ことわざ大辞典」（尚学図書1982rpp．752）に「月

　　十五を過ぐれば光明なく，人中年に至れば万事休す」の項を

　　掲げ，「月も十五夜を過ぎると次第に光が衰えるように，人

　　間も中年になるともはや衰えて行くだけで手のほどこしよう

　　がない」と説明するが，出典は記されていない。

24）作品中では第九章に，劉学尭の発話として「（解放前の）旧社

　　会には“人到中年万事休”という諺があった。当時の社会に

　　あっては，我が民族は年齢を重ね老境に入る前に人生のピー

　　クを過ぎてしまい（“未老先衰つ，人は40歳になったばかり

　　でもう人生は終わってしまい，これ以上何も成し遂げられな

　　いことを言い表している。（以下略）」として引用されている。
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（1984：pp．171－177），高島（1985pp．152）等の記述にもと

づき，作品の背景，プロット及び関連する事項をまとめ

ることにする25）。

　r人到中年』が執筆されたのは79年である。76年10月

の「四人組」逮捕によって終結した文革の後遺症からの

脱却をはかる「四つの現代化」政策，「改革開放」路線

が進行する中，政治的雰囲気は好転していたどはいえ，

「四人組」とは関係の無い社会矛盾を作品の主題に据え

ることは揮られていた。“人到中年万事休”（人中年に到

れば万事休す）という諺が示すように，この作品の意図

は．これまで正面切って描かれることの無かった中年知

識人の苦悩を現実の姿に即してリアルに描写し，医師と

しての職業的倫理観．（新中国社会主義）精神の気高さ

を中心に描き出すことにあったが26），文革後，急激に増

大する知識人の過重な任務と役割．後回しにされ顧みら

れることのない不十分な待遇，経済的にも苦しい生活を

訴えた面では，文革終結後当時の対知識人政策と大きな

関わりを持っていたといえる。

　1979年秋，医学院と関連のある名門総合病院に勤務す

る優秀な眼科医である陸文停mは．同僚や患者からの

信頼も厚かったが，冶金学研究所に勤務する研究者の夫

と二人の子供を抱えながら，妻として母として生活と仕

事に追われながら．その両立を果たそうとするものの，’

思い描く理想からはほど遠い現実にあるという自責の念

に苦しめられている。難度の高い治療技術を持つ主人公

が連日手術に追われ，ついに激務が原因となって過労の

ために倒れてしまう過程をつうじて，文革後の社会的機

能を一手に担う中堅知識人，とりわけ大病院勤務の医師

の職務と現実の生活環境によってもたらされる精神の葛

藤を，ヒューマンな眼差しと，きめ細やかな筆致で綿密

に書き上げており，中国社会の一側面を深く掘り下げて

描き出すことで，中年知識人を中心とする広範な大衆か

らの共感と支持を得た。

　陸文嬉が心筋梗塞で生死をさまようラストシーン（第

21章）では，同僚であり医学院では同期の医師姜亜芥が

25）あらすじについては，辻田（1987rpp21）参照。

26）林芳（1984pp．173）は「無視され忘れられていた中年の精神

　　の美を見出し肯定し謳歌した点をより買いたい。実生活に鋭

　　いメスを入れ，社会の矛盾を鮮やかに扶りだしてみせた腕の

　　冴えをより評価したい。」と述べる。

27）作品では，中国南方の出身，42歳（1937年生まれ）。父親は

　　出稼ぎに出たまま家にもどらず，母親が女手一つで育てあげ，

　　1961年医学院卒業。すぐに眼科の勤務医として総合病院に着

　　任という経歴に設定されている。
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夫（同じ病院に勤務する医師），娘とともに岳父が住む

カナダに出発する場面を対照的に配置しているが，これ

は中国知識人の進むべき道に対する鋭い問いかけを行っ

たことになり，中国国内で大きな反響と議論を呼んだ28）。

批判が集中したのは姜亜芥夫妻のカナダ移住についてで

あるが．作者はその批判に答えるかのように，「地在国

外』（「収穫』81年第6期）を書き．対知識人政策のまず

さが頭脳の海外流出を招いているのは，まぎれもない事

実であることを忌揮なく指摘している。一方日本では，

知識女性の生き方という点で共感を呼び，訳書も数種類

が出版されるほど話題となった。

　1982年には．原作者自身の脚本による同名の映画が長

春映画撮影所によって制作された29）。

4．日本語訳について

　日本語訳は目下管見の及ぶ限り．1983年に発表された

福地桂子訳をはじめとする四点を出版物として確認する

ことが出来る。

（1）1983年，「人が中年になると⊥福地桂子訳，日

　　　　　本民主主義文学会編「民主文学』第209号

　　　　　（通号259号）pp．IC70

（2）1984年，『人，中年に到るや』，林芳訳，中公文庫，

　　　　　pp．7－167

（3）1984年，『北京の女医一人，中年に到れば』．田

　　　　　村年記訳，第三文明社．pp．9－214

（4）1984年，『現代中国中編小説選一人，中年に到

　　　　　れば・航路標識のない河で』，柴田清伊知

　　　　　編訳，柴田清伊知自費出版，pp．1－108

　（2），（3）については大手出版社からの刊行であるため比

較的入手しやすいが（1）は文芸機関誌への掲載，（4）は地

方における自費出版物30｝という理由から従来の翻訳リ

ストには挙がって来ず，これまでその存在が広く知られ

ることはなかったようである。

　次に，四種類の翻訳について，第六章の中の一節につ

いて訳文を比較することで．それぞれの翻訳の特徴の一

端を検討してみることにしたい。

28）r人到中年」に対する批判については田村（1985rpp207－213）

　　参照。

29）榎本（1999pp．1067）によれば，監督王啓民・孫羽，主演播江。

　　83年金鶏賞最優秀賞作品・最優秀主演女優賞．百花賞最優秀

　　作品賞受賞。

30）奥付によれば，訳者柴田清伊知氏は刊行当時茨城県日立市在

　　住。

　白内障の手術を受けに来た焦成思副大臣とその夫人に，

趙天輝病院長が手術を担当する陸文嬉医師を紹介する場

面である。眼科医として18年の勤務実績があり，院長も

推薦する陸医師に対して，夫人の秦波が党員でも主治医

としての資格も有しない普通の医局員である陸医師に，

夫の手術をまかせたくないと言って，趙院長に掛け合う

やりとりが描かれている。

　“超院長，能不能清眼科刊、主任来自替老焦功遠介手木～”

　超天輝揺揺共，笑了笑悦：

　“刊、主任已E快七十了。他自己的眼晴也不行了。再悦，

他已経好几年没上手木台。他現在的任努是摘点学木研究，

帯好辻一批中青年大夫，述有教学的任各。辻他倣手木，

老実悦，迩不如辻陪大夫倣更有把握。”

　“要不，清郭大夫倣，行不行～”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（六pp2425）

　（1）「趙院長，眼科部長の孫先生にじきじきに執刀し

　　ていただけませんか？」

　　趙天輝は首を振り笑っていった。

　　「孫部長はもう七十近くです。彼自身の目がだめに

　なっています。それに彼が手術をやらなくなってから

　もう何年にもなります。彼の今の任務は研究と若手医

　師の教育です。実際彼が手術するより，陸先生がやっ

　た方がよっぽど間違いありません。」

　「それなら郭先生にお願いできませんか？」（福地pp25－

26）

　（2）「趙院長，やっぱり眼科の孫主任医師にお願いす

　　るわけには参りませんの？」

　　趙天輝は笑いながら首を振って．

　　「孫主任はもうすぐ古希を迎える方ですよ。最近で

　は目も霞んで来ていますし，手術には何年も携わって

　おりませんので。現在は主に学術研究と中年，青年医

　師の指導にあたるほか，教壇に立ったりしております。

　手術となりますと，正直なところ陸先生の方が確かで

　すが。」

　　「それじゃ，郭先生はだめですかしら」（林芳tpp．46）

　（3）「趙院長，この手術，孫主任にやっていただく訳

　　には参りませんか？」

　　趙天輝は首を振りふり笑いながら，

　　「孫先生は七十歳です。ご本人の目さえももう駄目

　なんです。それにもう何年間も手術台に上がっていま

　せん。先生の現在の任務は学術研究をもって，中青年

　医師の指導教育を行うということです。手術というこ
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とになれば，陸医師の方がずっといいように思います

が。」

　「では，郭医師ではいかがですの？」（田村rpp．58）

（4）「趙院長，眼科の孫主任医師に御願いして自ら主

　人の手術をして頂くわけにはいきませんか。」

　趙天輝は首を振って笑いながら言った。

　「孫主任はもうじき七十歳です。御自身の目も悪い

のです。それにもう何年も手術をやっておりません。

彼の今の仕事は学術の研究と．中年青年の医師団の指

導及び教育です。実際．彼が手術するよりも陸先生が

する方がずっと間違いありません。」

　「それなら，郭先生にお願いできませんか」（柴

田rPP27）

　“老焦”は夫の“焦副部長”を指し，“部長”は「大

臣」の意。夫人の発話なので，文脈から（4）のみ「主人」

と訳し，他は省略している。手術をする対象を示すのに

“拾”ではなく“替”を使っている点に注意。動詞の重

ね型を連用する“揺揺共，笑了笑悦”にも訳者それぞれ

の語感の違いが現れている。

　夫を差し置いた高級幹部夫人の過干渉気味な口ぶり

と31），名門大病院院長の実像を彷彿とさせるには口調を

どう表現したらよいのか，実際に現地での体験を有する

林芳32）訳は，人物の形象を浮かび上がらせる表現力に

富んでいる。

　“再説，他已径好几年没上手木台。”を（3）は「それにも

う何年間も手術台に上がっていません。」と訳すが，“上

手木台”は医者の立場からすれば「手術台に向かう」で

あり，手術を受ける患者からは「手術台に上がる」の意

であって，その関係性は“上裸”あるいは“看病”など

と異ならない。（1×2×4）のように「手術をする」，「手術に

携わる」等の訳であれば問題ないと言えよう。

　医学院と連携し医学生の実習を受け入れている総合病

院であるが故の“迩有教学的任努”を訳出しているのは

②のみである。“迩不如辻陪大夫倣更有把握”に見られ

る比較表現“迩不如…更…”の屈折したニュアンスにつ

いても（2）の訳文が相応しい。

5．おわりに

ほぼ10年にわたる政治の支配と混乱（動乱）を終え

31）第19章で孫逸民眼科主任に“－9PtJ主又老太太”と椰楡されて

　　いる。

32）林芳氏略歴については「訳者紹介」，並びに「訳者あとがき」

　　を参照。

た後の10年に訪れた文芸界の新たな展開を「新時期文

学」と称することは既に述べたが，それがどのような

実態であるかについての理解は一様ではない。宇野木

（1995rpp．165）は「傷痕文学」ss）から「意識流文学」，「反

思（反省・内省）文学」，「改革文学」への流れを「80年

代文学思潮概念図」として示しつつも，「一説によると，

80年代における文学思潮・文学流派なるものは，総計50

種類にも及ぶとのことだ。各々の概念規定が曖昧であり．

命名競争に近い様相も呈している。題材・手法といった

次元の異なるものを同列に扱っているという問題も，気

になるところだ。」と述べる。

　吉田（1987rpp．47）はこの「新時期文学」の10年を

「復権期一1977～1978」，「思想解放期一1979～1980」，

「“自由化”引き締め期一1981以降」の3段階に分け，

その特徴は「文学が〈政治〉の呪縛からひとまず解放さ

れて．〈人間〉の問題を考え始めたことにある」とする。

一般に「反思文学」の範囲に含まれる誰容「人到中年」

は，文革期の被害の告発のみにとどまった「傷痕文学」

期を経た「思想解放期一1979～1980」の作品に位置付

けられよう。同時期の作家には，王蒙・劉賓雁・白樺・

高暁声・張賢亮など，かつて右派分子のレッテルを貼ら

れた作家と．張潔・誰容・戴厚英といった文革後に登場

してきた女性作家を挙げることが出来る。

　誰容「人到中年』は，79年10月から11月まで開催され

た「中国文学芸術工作者第四回代表大会」鋤から，80年

2月開催の中共十一期五中全会で郵小平による「四つの

基本原則」，すなわち「社会主義の道，プロレタリア独

裁，党の指導，マルクス・レーニン主義と毛沢東思想の

堅持」という思想的引き締め政策が打ち出されるまでの，

わずか四か月足らずの間に生み出された「人間性」の問

題を描いた作品であると言うことが出来るのである。

　第3章では，陸文女亭と夫である傅家茶の出会いt第20

章には，病床での追憶の場面にハンガリーの詩人ペテー

ブイ・シャーンドル（Pet6fi，Satidor　1823－1849）35）1847

年の詩「我願意是急流』が引用されているが，修辞的効

果を含め，この詩に関する考察は別の機会に行うことと
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33）上海復旦大学の学生盧新華の短篇「傷痕」（「文匪報」78年8

　　月11日）が契機となって，一連の「傷痕」文学が書かれるに

　　至った（吉田1987：pp．5）。

34）「個々の作品を軽々しく政治問題に結びつける傾向，文学芸術

　　の問題での批判を大衆的政治キャンペーンとして展開する傾

向などが自己批判されたほか，50年代後半以降の文芸政策に

一貫して極左思想の影響があったことが指摘され，建国後の

文学芸術のありかた全体が再検討される気運に」あった（丸

山・伊藤・新杜pp．38）。
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したい36）。

6．余論

　“月過十五光明少，人到中年万事休”の出典は「喩世

明言』巻三三：“恭人道：‘也是悦一介六十来歩的。’大

伯道：‘老也！月辻十五光明少，人到中年万事休。’”と

される37）。この俗諺は，元雑劇にしばしば用いられた

“月辻十五光明少，人辻中年万事休”が元となっており，

元曲からの用例は枚挙に暇無いSS）。

　物事が頂点を極めた後は衰退に向かう道理を自覚す

るよう戒める諺に“月満則号，水満則溢”39），“物扱必反，

盛扱必衰”，また“物扱則反，泰扱則否”40）がある。“人

到中年”の如く，片言隻句をそれとなく遠回しに提示す

ることで，ある（社会）現象の趨勢を比喩的に暗示する

意図がこの作品に（も）込められているとの読み方が可

能であるとしたら，それは読み手の想像を掻き立て；感

覚を研ぎ澄ます仕掛け（装置）となって，社会（政治）

に対する痛烈で鋭いアイロニー，風刺を表す寸鉄（人を

刺す）の如く機能することになるであろう。
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